
新規事業採択時評価結果（平成２０年度新規事業化箇所） 
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事業概要  

都城志布志道路は、九州縦貫自動車道都城ＩＣと南九州唯一の中核国際港湾志布志港を連結し、効率的な交通

体系の形成と多様な輸送手段を確保することにより、地域の活性化を支援することを目的とした地域高規格道路

で、現在、末吉松山有明道路（Ｌ＝８ｋｍ）が供用中である。有明道路は供用中の末吉松山有明道路と事業中の

有明志布志道路（Ｌ＝３．６ｋｍ）を結び、志布志港での取り扱い貨物の物流を支援するための自動車専用道路

である。 

事業の目的、必要性  

志布志港は国際海上コンテナ輸送網の拠点港として、コンテナ貨物の取扱量が急速に増加（H16/H11=約17倍）

しており、今後のターミナル埠頭の拡張整備により更に増加が予測されているところである。また、現道の大

型車混入率も県平均の２倍以上と非常に高いことから、死傷事故率の増加が懸念され、有明道路の整備による物

流の効率化及び安全で円滑な交通の確保が急務である。 

 

全体事業費   ８３億円 計画交通量 11,600～12,900台／日 

事業概要図  

 
関係する地方公共団体等の意見  

都城志布志道路建設促進協議会より都城志布志道路の早期整備について要望されている。 

 
事業採択の前提条件  

 便益が費用を上回っている。 

沿線自治体や地元協議会から早期整備の要望を受けており、円滑な事業執行が可能な環境となっている。 

事業評価結果 

 

総費用 ７１億円 総便益 １３８億円 基準年  

Ｂ／Ｃ ２．０ 
事業費：  ６９億円 

維持管理費：１．４億円 

走行時間短縮便益： ９０億円 

走行経費減少便益： ２７億円 

交通事故減少便益： ２２億円 

平成２０年 

交通量変動 B/C=1.8 （交通量－１０％） B/C=2.2 （交通量＋１０％） 

事業費変動 B/C=1.8 （事業費＋１０％） B/C=2.2 （事業費－１０％） 
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感度分析の結果 

事業期間変動 B/C=1.8 （事業期間＋２０％） B/C=2.0 （事業期間－２０％） 

評価項目 評価 根拠 

 

渋滞対策 － 
注目すべき影響はない 

現道の大型車をはじめとする通過交通等が有明道路へ転換されることにより、大型

車等の通過交通に起因する交通事故の減少が見込まれる。 

事故対策 ◎ 【死傷事故率】３４２件／億台ｋｍ(現道区間最大値) 

※県内平均の死傷事故率（６７．４件／億台ｋｍ)と比べ５．１倍 

【その他の特徴】大型車混入率が２８％と高い。 

※県平均の大型車混入率１１．５％の２倍以上  
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歩行空間 ○ 現道の大型車をはじめとする通過交通等が有明道路へ転換されることにより、通学路である

現道の安全性の向上が見込まれる。 

住民生活 ○ 第２次救急医療施設（曽於郡医師会立病院）への速達性が向上される。 

地域経済 ◎
南九州唯一の中核国際港湾である志布志港への搬入、搬出等の陸上交通のアクセス性が改善

され、志布志港の利便性が向上する。 

災 害 ○
現道区間には防災の要対策箇所を有しており、有明道路整備により災害時等のによる通行止

めに伴う迂回移動が回避される。（第２次緊急輸送道路） 

環 境 ○
現道は騒音の環境基準値を超過しており、大型車等が有明道路への転換が図られることで現

道周辺の騒音の低減が図られる。 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 － 注目すべき影響はない。 

事業実施環境 ○ 「都城志布志道路建設促進協議会」から強い要望があり、整備促進に対して協力的である。

 

採択の理由 
事業主体である鹿児島県が実施した評価結果に基づけば、費用便益比が２．０と便益が費用を上回っており、

事業採択の前提条件が確認できる。 

本事業の整備により中核国際港湾志布志港の利便性の向上、大型車等の通過交通に起因する交通事故の減少な

ど、当該事業の必要性・社会全体への効果は高いと判断できる。 

以上より、本事業を採択した。 

 

 
 

新規箇所 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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